令和　７年　１０月２８日
広島市長　様

　　　　　　　　　　　　　　法 人 名　有限会社　もえぎ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　代表取締役　賀　来　興　治　　　
以下のとおり報告します。
運営推進会議の開催状況について（報告）
	事業所名
	グループホーム　もえぎ野

	所在地
	広島市安芸区船越南三丁目２３番６号

	担当者名・連絡先
	管理者　賀来　元春
	TEL ０８２-８２２-８１８１

	従業者
	従業者総数　２０人（内訳：常勤１３人、非常勤７人）（令和７年１０月２４日現在）

	
	うち夜勤の従業者
	1日当たり事業所全体の勤務従業者数　２人

	運営推進会議の開催日
	令和７年１０月２４日　（令和７年度　第４回）

	運営推進会議の出席者
	所属（団体等）名
	氏名

	
	利用者
	グループホームもえぎ野　入居者
	欠席

	
	利用者の家族
	 グループホームもえぎ野　入居者家族
	渡邉　勝八（家族会会長）
越智　一恵（家族会副会長）

	
	地域住民の代表者
	北鴻治町内会
船越地区民生委員児童委員協議会
	伊藤　英喜（会長）
中岡　静枝（副会長）

	
	地域包括支援センターの職員
	広島市瀬野川・船越
	地域包括
支援センター
	砂古　明美（全域担当）

	
	知見を有する者等
	医療法人社団泰山会　泰山会居宅介護支援
事業所
	小山　豊明（主任介護支援専門員）

	利用状況
	利用者総数　１８人　（令和７年１０月２４日現在）

	
	要支援１：０人
	要支援２：０人
	要介護１：５人
	要介護２：５人

	
	要介護３：３人
	要介護４：１人
	要介護５：４人
	　　　―

	交流・行事等の実施状況
①利用者の家族との交流内容
②地域との交流内容
③その他の事業　　など
	（直近約2か月又は前回報告以降）
９月　　　　入居者１名様のお誕生日会
９月１５日　敬老会
１０月１５日　外出ランチ
１０月１８日　岩瀧神社秋季大祭　お神輿見学
１０月２０日　焼き肉会

	苦情の状況
	（直近約2か月又は前回報告以降）
特になし

	事故の状況
	（直近約2か月又は前回報告以降）
　なし

	その他の報告事項
	・身体拘束について（前回報告以降、身体拘束の事例なし。）
・令和７年度上半期の職員向け事業所内研修について報告（認知症に関する研修をピックアップして説明。）

	評価、要望・助言等
	○町内会会長様より
（最近の町内会での動きについて）
「最近船越地区の連合町内会の中でハザードマップ見直しの動きが出ています。線路より向こうの町内会の方は、どちらかというと崖などが多く地震や土砂災害を考えることが重要なんですけど、北鴻治の方は瀬野川の氾濫や津波での水没が重大事で、また南海トラフ大地震についても、以前は３０年以内に起こる確率が８０％と言っていたのですけど、最近になって９０％に上がって、津波の心配も大きくなってきたということで、最近の会合ではハザードマップを元に避難経路や避難場所を考えるような話がよく出ています。もえぎ野さんはそういったところの対応もしっかりされていると思いますけど、地区にはお年寄りの方も多いので、緊急時にどこに逃げたらいいかなど、最近になって考え始めているところなので、助言などあれば教えていただければ。」
（運営推進会議の内容について）
「先ほどの、研修で行われたという認知症の話のなかで、動画を見せてくださいましたが、にこにこサロンなどでも認知症の話をしてもらっていて、もしよかったら動画の詳細を教えていただけたら、そういった場でみんなで見ることができるので、良いなと思いました。」

○知見を有する方より
（運営推進会議の内容について）
「行事は、いろいろ多く実施されてますね。ありがとうございます。そして研修の方も、内容の濃いものをされているなと感じました。これからもしっかりと研鑽を続けていただくよう、お願いいたします。」

○家族会副会長様より
（運営推進会議の内容について）
「母の死去に際しましては、本当にお世話になりました。本人が、どうしても『病院で管に繋がって死ぬのが嫌だ』とずっと言っていて、ちょっとわがままを言って入れていただいたんですけど、本当にお世話になりました。それで、亡くなったあと、この資料ですとか、もえぎ野だよりとか、毎月いただいてるはがきをクリアケースに束ねて、(お通夜、葬式に)参列した方とか、四十九日に出ていただいた方に見せたら、『すごいね、ここ』って……。こんなに、行事してくれて、みんなすごい楽しそうで……。いい所に行けたよね、って……、すごく、思ったんですね……。ありがとうございました……。」

○地域包括支援センターの職員様より
（運営推進会議の内容について）
「本当に楽しそうなのが写真に現れてるのはおっしゃる通りで、何というか、家にいるよりもここの施設の方が楽しいことを経験できるかもって思うような感じで（笑）、見ながら思っていたところで今の（家族会副会長様の）お話だったので、やっぱり家族の方にそう思ってもらえますよね。本当にそう思ったところでした。包括のほうから一つお話をさせていただくと、このたび船越地区の方で民生委員さんとか児童委員さんとか、全員ではないと思うんですけど、認知症の勉強にプラスしてステップアップ講座といって、前段階としてボランティアとしてできることについて勉強していく、というのを企画して、来月やる予定でもえぎ野さんにも実施のご協力をお願いしているところなんです。包括としては地域のなかで認知症の方が増えてくるというのはもちろん想定内なのですけど、先ほどの動画で言われていたのが今の新しい認知症観で、認知症になったらおしまいではなく、認知症になってもまだまだできることはたくさんあって、そこにちょっと難しいところがある、という考え方ですね。そのように（難しいことが）増えていっても、この地域でよかった、認知症になっても安心できる、と思えるような地域づくりが私たちに求められてるなと思っています。船越地区でそのようなお声が上がって、今その続きとしてステップアップ講座というのが取り組める状況というのは、船越の強さというんですかね。皆さんが力を合わせながら地域ぐるみで、認知症の方も現役の方もこれからも人生ここで送っていきたいと思えるような地域づくりを包括としてもしていけたらなと思っておりますので、これからもよろしくお願いします。」

○民生委員児童委員協議会副会長様より
（運営推進会議の内容について）
「次の12月から後任者となります。長らくお世話になりました。いろんな行事があるしよくしてもらってて、すごく楽しそうな表情をされてるなといつも思います。さっきの認知症の話も、認知症になった方の周りのかかわっている人間も一歩踏み込んで、その人がどういう人生を歩んできたからそういう言動をする、という風に踏み込んで考えると、接し方も変わってくるだろう、と思うんですが、……私のきょうだいも高齢で認知症の介護をしていて、おむつもはめていて、家で介護が上手にできないとすごく怒るらしいんです、叩いたり殴ったり。だから施設に入ったとしても、そういう言動があれば人に迷惑をかけるし、あまりにひどかったら『出てくれ』と言われるんじゃないか、とか。ちょっと気に入らないことがあったらすぐに手が出てくる、杖が出てくる、そういうのを聞いていたら、よくしてあげようと思っても、大変なんですよね。その人の人生を見て、ゆとりを持って見てあげようと思っても、やっぱり『腹が立つ！』ということをいつも聞くんですね。穏やかでいようと思っても、そうはいかない、家族の人は本当に難しい、大変なんだなと思いましたね。」
　→管理者より
　「皆さんよく言われることです。僕も難しいです。自分のお婆さんがそうだったので。他のお年寄りには優しくできるんですけど、自分のお婆さんにはあまりできない、という感じでした。だからご家族の方がおっしゃっているのがよくわかるんです。ゆとりを持って、と思っていても、なかなか難しい。」
　→地域包括支援センターの職員様より
「家族以外の方がやるとうまくいく場合があるんですよ。家族だからうまくいかないけど、結構家族以外がやるとできるということが。だからサービスを使っていただきながら、ご家族じゃないとというところをしていただけたらいいのかな、と思いますね。」

○家族会会長様より
（運営推進会議の内容について）
「私自身、兄の世話は少しの間やっていたのですが、あまり認知症の介護で大変な思いをしたということもないと思っているので、皆さんのお話を聞いていても、なかなかピンと来ないこともあるのが正直なところなんです。ただ本当に必要なことなのだと思ってるし、皆さんのお話を聞くのも全部が勉強ですね。私もNPO法人などの団体に入っているので、いろんな知識が入ってきます。家族会会長として信任していただいているので、しっかりしようと思っています。これからもよろしくお願いします。」



※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。
2
